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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第18期

第２四半期
連結累計期間

第19期
第２四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自 平成26年10月１日

至 平成27年３月31日

自 平成27年10月１日

至 平成28年３月31日

自 平成26年10月１日

至 平成27年９月30日

売上高 （百万円） 123,961 148,640 254,381

経常利益 （百万円） 21,018 23,738 32,314

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 9,870 11,258 14,792

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 13,384 13,564 18,016

純資産額 （百万円） 72,999 84,766 77,702

総資産額 （百万円） 113,203 134,911 131,188

１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 157.72 179.28 236.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 157.02 178.66 235.13

自己資本比率 （％） 55.9 53.4 50.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 15,823 13,143 29,021

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △14,369 △8,656 △19,492

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △2,521 △3,627 △2,362

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） 30,598 39,425 38,716
 

　

回次
第18期

第２四半期
連結会計期間

第19期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年１月１日

至 平成27年３月31日

自 平成28年１月１日

至 平成28年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 56.02 85.08
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期(当期)純利益）」を「親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益」としております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の

内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。　

　なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理

の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

(1)　経営成績の分析

平成28年３月末における一般世帯のスマートフォン普及率は67.4%（注１）まで拡大し、平成28年のスマート

フォン広告市場は、前年比22.2％増の4,542億円（注２）と順調な成長が見込まれます。特に動画広告市場（PC含

む）の急成長が予想され、平成28年は前年比58.1％増の800億円に拡大し、平成29年には1,000億円を突破、平成

32年には2,000億円に達すると予測されております（注３）。

このような環境のもと、当社グループは、引き続きスマートフォン市場の成長を取り込み、当第２四半期連結

累計期間における売上高は148,640百万円（前年同期比19.9％増）、営業利益は24,239百万円（前年同期比16.9％

増）、経常利益は23,738百万円（前年同期比12.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は11,258百万円

（前年同期比14.1％増）となりました。

出所　（注１）内閣府経済社会総合研究所「消費動向調査（平成28年３月実施調査結果）」

（注２）CyberZ／シード・プランニング「2016年スマートフォン広告市場動向調査」

（注３）当社／シード・プランニング「国内動画広告の市場動向調査」

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しておりますので、以下の前年同期比較に

ついては、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

　

①メディア事業

メディア事業には、「AbemaTV」、「AbemaTV FRESH!」、「Ameba」、「755」等が属しております。

「AbemaTV FRESH!」（１月21日提供開始）、「AbemaTV」（３月１日先行配信開始、４月11日本開局）が開局

し、動画事業等への投資を本格化してまいります。

売上高は11,124百万円（前年同期比7.3％減）、営業損益は719百万円の利益計上（前年同期比750.3％増）とな

りました。

　

②ゲーム事業

ゲーム事業には、㈱Cygames、㈱サムザップ、㈱ジークレスト、㈱アプリボット等が属しております。

ネイティブゲームが牽引し、売上高は57,421百万円（前年同期比42.9％増）、営業損益は15,775百万円の利益

計上（前年同期比68.1％増）となりました。

　

③インターネット広告事業

インターネット広告事業には、インターネット広告事業本部、㈱CyberZ等が属しております。

スマートフォン向けのインフィード広告（注）や動画広告の順調な販売等により、売上高は81,677百万円（前

年同期比19.2％増）、営業損益は7,558百万円の利益計上（前年同期比13.1％増）となりました。

（注）インフィード広告：Webサイトやアプリのタイムライン等に掲載される広告。
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④投資育成事業

投資育成事業にはコーポレートベンチャーキャピタル、㈱サイバーエージェント・ベンチャーズにおけるファ

ンド運営等が属しており、有望なベンチャー企業の発掘・育成・価値創造等を行っております。

売上高は646百万円（前年同期比89.3％減）、営業損益は70百万円の利益計上（前年同期比98.6％減）となりま

した。

 

⑤その他事業

その他事業には、㈱シーエー・モバイル、㈱ウエディングパーク等が属しており、売上高は8,232百万円（前年

同期比1.6％減）、営業損益は842百万円の利益計上（前年同期比291.5％増）となりました。

 

(2)　財政状態の分析

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は134,911百万円（前連結会計年度比3,723百万円の増加）となりま

した。これは、主に利益の拡大に伴う現金及び預金の増加、営業投資有価証券の増加によるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は50,144百万円（前連結会計年度比3,341百万円の減少）となりまし

た。これは、主に法人税等の支払いに伴う未払法人税等の減少によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は84,766百万円（前連結会計年度比7,064百万円の増加）となりまし

た。これは、主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等に伴う利益剰余金の増加によるものであります。

（自己資本比率）

当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は53.4％（前連結会計年度比2.6ポイント増）となりました。

 

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べて717百万円増加し、

39,425百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは13,143百万円の増加（前年同期間は15,823百万円の増加）となりまし

た。これは、主に利益の計上及び法人税等の支払によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは8,656百万円の減少（前年同期間は14,369百万円の減少）となりました。

これは、主に固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは3,627百万円の減少（前年同期間は2,521百万円の減少）となりました。

これは、主に配当金の支払によるものであります。

 
(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)　研究開発活動

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社サイバーエージェント(E05072)

四半期報告書

 5/23



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 252,853,200

計 252,853,200
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年４月22日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 63,213,300 63,213,300
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数は100株
であります。

計 63,213,300 63,213,300 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成28年３月31日 － 63,213,300 － 7,203 － 2,289
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(6) 【大株主の状況】

平成28年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

藤田　晋 東京都渋谷区 12,954,800 20.49

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８―11 3,275,600 5.18

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) SUB
A/C NON TREATY(常任代理人　香
港上海銀行東京支店カストディ
業務部)

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON, E14 5NT, UK
(東京都中央区日本橋３丁目11－１)

2,284,093 3.61

TAIYO FUND, L.P.（常任代理
人　シティバンク銀行株式会
社）

5300 CARILLON POINT, KIRKLAND, WA 98033 USA（東
京都新宿区新宿６丁目27番30号）

2,277,300 3.60

JP MORGAN CHASE BANK 385632
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON, E14 5JP,
UNITED KINGDOM（東京都港区港南２丁目15－１品川
インターシティA棟）

2,066,868 3.27

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 2,013,900 3.19

THE BANK OF NEW YORK 133524
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

RUE MONTOYERSTRAAT 46, 1000 BRUSSELS, BELGIUM
（東京都港区港南２丁目15－１品川インターシティA
棟）

954,600 1.51

JP MORGAN CHASE BANK 380055
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

270 PARK AVENUE, NEW YORK, NY 10017, UNITED
STATES OF AMERICA（東京都港区港南２丁目15－１品
川インターシティA棟）

880,941 1.39

BNP PARIBAS SECURITIES
SERVICES LUXEMBOURG/JASDEC
SECURITIES/UCITS ASSETS（常任
代理人　香港上海銀行東京支店
カストディ業務部）

33 RUE DE GASPERICH, L-5826 HOWALD-HESPERANGE,
LUXEMBOURG（東京都中央区日本橋３丁目11－１）

869,900 1.38

BBH FOR OPPENHEIMER GLOBAL
OPPORTUNITIES FUND（常任代理
人　株式会社三菱東京UFJ銀行）

6803 S TUCSON WAY CENTENNIAL COLORADO
80112392403 U. S. A.（東京都千代田区丸の内２丁
目７－１）

800,000 1.27

計 ― 28,378,002 44.89
 

(注)　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株式のうち、信託業務に係る株式数は

2,119,800株であり、それらの内訳は投資信託設定分1,606,100株、年金信託設定分513,700株となっておりま

す。

　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式のうち、信託業務に係る株式数は1,530,800

株であり、それらの内訳は投資信託設定分1,195,500株、年金信託設定分335,300株となっております。

 

EDINET提出書類

株式会社サイバーエージェント(E05072)

四半期報告書

 7/23



 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 －  － －

議決権制限株式（自己株式等） －  － －

議決権制限株式（その他） －  － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
  普通株式 398,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 62,806,500 628,065
権利内容に何らの限定
のない当社における標
準となる株式

単元未満株式 普通株式 8,400 － －

発行済株式総数  63,213,300 － －

総株主の議決権 －  628,065 －
 

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式が13,900株含まれておりま

す。また「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数139個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義

所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）      

㈱サイバーエージェント
東京都渋谷区道玄坂
一丁目12番１号

398,400 － 398,400 0.63

計 － 398,400 － 398,400 0.63
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年１月

１日から平成28年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年10月１日から平成28年３月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けてお

ります。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年９月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 38,723 39,432

  受取手形及び売掛金 38,095 38,241

  たな卸資産 ※  65 ※  94

  営業投資有価証券 10,818 11,502

  その他 5,980 6,856

  貸倒引当金 △152 △350

  流動資産合計 93,532 95,776

 固定資産   

  有形固定資産 7,616 8,225

  無形固定資産   

   のれん 4,551 1,524

   その他 13,403 15,247

   無形固定資産合計 17,955 16,771

  投資その他の資産   

   その他 12,222 14,504

   貸倒引当金 △138 △365

   投資その他の資産合計 12,083 14,138

  固定資産合計 37,656 39,135

 資産合計 131,188 134,911

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 24,599 24,899

  短期借入金 20 593

  未払法人税等 10,605 7,777

  その他 16,788 15,105

  流動負債合計 52,013 48,375

 固定負債   

  長期借入金 130 149

  勤続慰労引当金 530 691

  資産除去債務 710 824

  その他 100 102

  固定負債合計 1,472 1,769

 負債合計 53,486 50,144
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年９月30日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,203 7,203

  資本剰余金 2,549 2,380

  利益剰余金 55,788 61,276

  自己株式 △940 △842

  株主資本合計 64,601 70,018

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,678 1,668

  為替換算調整勘定 426 314

  その他の包括利益累計額合計 2,105 1,982

 新株予約権 234 403

 非支配株主持分 10,761 12,362

 純資産合計 77,702 84,766

負債純資産合計 131,188 134,911
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 123,961 148,640

売上原価 77,061 92,619

売上総利益 46,899 56,020

販売費及び一般管理費 ※  26,169 ※  31,780

営業利益 20,729 24,239

営業外収益   

 受取利息 1 6

 受取配当金 － 50

 持分法による投資利益 166 －

 為替差益 60 －

 その他 97 43

 営業外収益合計 326 99

営業外費用   

 支払利息 2 4

 持分法による投資損失 － 498

 その他 35 98

 営業外費用合計 37 600

経常利益 21,018 23,738

特別利益   

 固定資産売却益 － 64

 投資有価証券売却益 0 1,669

 その他 200 42

 特別利益合計 200 1,776

特別損失   

 減損損失 1,785 2,545

 その他 706 447

 特別損失合計 2,492 2,992

税金等調整前四半期純利益 18,727 22,522

法人税、住民税及び事業税 7,618 8,151

法人税等調整額 37 569

法人税等合計 7,656 8,721

四半期純利益 11,070 13,800

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,199 2,541

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,870 11,258
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

四半期純利益 11,070 13,800

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,191 △3

 為替換算調整勘定 15 △176

 持分法適用会社に対する持分相当額 107 △56

 その他の包括利益合計 2,314 △236

四半期包括利益 13,384 13,564

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 11,847 11,135

 非支配株主に係る四半期包括利益 1,537 2,428
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 18,727 22,522

 減価償却費 2,669 3,181

 のれん償却額 240 117

 減損損失 1,785 2,545

 投資有価証券売却損益（△は益） △0 △1,669

 売上債権の増減額（△は増加） △3,070 110

 営業投資有価証券の増減額（△は増加） 46 △396

 仕入債務の増減額（△は減少） 2,178 68

 未払金の増減額（△は減少） △1,718 △1,766

 未払消費税等の増減額（△は減少） △702 △955

 その他 347 294

 小計 20,501 24,052

 利息及び配当金の受取額 0 96

 利息の支払額 △2 △4

 法人税等の支払額 △4,677 △11,001

 営業活動によるキャッシュ・フロー 15,823 13,143

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,002 △1,271

 無形固定資産の取得による支出 △4,776 △6,609

 投資有価証券の売却による収入 87 1,771

 投資有価証券の取得による支出 △3,542 △465

 関係会社株式の取得による支出 △1,455 △832

 貸付けによる支出 △71 △1,021

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に対
する前期未払分の支払による支出

△927 －

 子会社の自己株式の取得による支出 △1,999 －

 その他 △681 △226

 投資活動によるキャッシュ・フロー △14,369 △8,656

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 自己株式の処分による収入 413 123

 子会社の自己株式の取得による支出 － △1,202

 配当金の支払額 △3,746 △3,139

 その他 812 590

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,521 △3,627

現金及び現金同等物に係る換算差額 225 △141

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △841 717

現金及び現金同等物の期首残高 31,439 38,716

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ △8

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  30,598 ※  39,425
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成26年10月１日 至 平成27年３月31日)

(企業結合に関する会計基準等の適用)

　「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」

という。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会

計基準」という。)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下

「事業分離等会計基準」という。)等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合

の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生

した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首

以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結

合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四

半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該

表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財

務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わ

ない子会社株式の取得または売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・

フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴

わない子会社株式の取得または売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは「営業活動による

キャッシュ・フロー」の区分に記載しております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(３)、連結会計基準第44－５項

(３)及び事業分離等会計基準第57－４項(３)に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべて

に新たな会計方針を遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を資本剰余金

及び利益剰余金に加減しております。

　この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれんが3,119百万円、利益剰余金が3,218百万円

それぞれ減少し、資本剰余金が98百万円増加しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※　たな卸資産の内訳

 前連結会計年度

(平成27年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

  商品 15百万円 22百万円

  仕掛品 49百万円 72百万円

  その他 0百万円 －百万円
 

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 前第２四半期連結累計期間

(自　平成26年10月１日

　至　平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成27年10月１日

　至　平成28年３月31日)

　広告宣伝費 5,795百万円 8,862百万円
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年10月１日
　至　平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

 

現金及び預金勘定 30,605百万円 39,432百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △7百万円 △7百万円

現金及び現金同等物 30,598百万円 39,425百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自　平成26年10月１日　至　平成27年３月31日）

１.　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月12日

定時株主総会
普通株式 3,749 60 平成26年９月30日 平成26年12月15日 利益剰余金

 

　(注) １株当たり配当額の内訳は、普通配当金40円、記念配当金20円であります。

 
２.　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

１.　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年12月11日

定時株主総会
普通株式 3,138 50 平成27年９月30日 平成27年12月14日 利益剰余金

 

 
２.　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成27年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額

(注)

四半期連結損益

計算書計上額
メディア ゲーム

インター

ネット広告
投資育成 その他 計

売上高         

(1) 外部顧客への売上高 5,752 39,620 65,003 6,026 7,557 123,961 － 123,961

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
6,252 568 3,507 － 810 11,139 △11,139 －

計 12,004 40,189 68,511 6,026 8,368 135,100 △11,139 123,961

セグメント利益又は損失

（△）
84 9,385 6,684 4,880 215 21,250 △521 20,729

 

 (注)セグメント利益の調整額△521百万円は全社費用等であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「メディア」、「ゲーム」、「インターネット広告」、「その他」、「全社」セグメントにおいて、一部サービ

スの収益性低下及びサービスの廃止等により当初想定していた収益及び費用削減が見込めなくなったため、減損損

失として特別損失に計上しました。なお、当第２四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は下表のとお

りであります。

メディア 135百万円

ゲーム 1,185百万円

インターネット広告 93百万円

その他 365百万円

全社 6百万円

合計 1,785百万円
 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額

(注)

四半期連結損益

計算書計上額
メディア ゲーム

インター

ネット広告
投資育成 その他 計

売上高         

(1) 外部顧客への売上高 6,457 56,938 77,804 646 6,793 148,640 － 148,640

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,666 483 3,873 － 1,439 10,462 △10,462 －

計 11,124 57,421 81,677 646 8,232 159,102 △10,462 148,640

セグメント利益又は損失

（△）
719 15,775 7,558 70 842 24,966 △726 24,239

 

 (注)セグメント利益の調整額△726百万円は全社費用等であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（セグメント区分の変更）

　当社は、更なる成長・クリエイティブ強化のため、「Ameba」のロゴを一新し、ブランドの統一を進めておりま

す。また、中長期的な柱として「Ameba」を中心としたメディア事業を育てるため、動画事業への先行投資の強化

を決定し、組織変更・事業再編による経営資源配分の見直しを行いました。

　この組織変更・事業再編に伴い、第１四半期連結会計期間より、以下のとおり社内業績管理体制をベースに し

た新たな報告セグメントに変更しました。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しております。

①従来の「Ameba事業」に属していたゲーム部門を「ゲーム事業」に移管統合

②従来の「メディアその他事業」に属していた動画及びコミュニティ事業を「Ameba事業」に、動画広告事

業等を「インターネット広告事業」に移管統合

③上記の移管統合を行ったうえで、従来の「Ameba事業」の名称を「メディア事業」に、従来の「メディア

その他事業」を「その他事業」に変更
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「メディア」、「ゲーム」、「インターネット広告」、「その他」セグメントにおいて、一部サービスの収益性

低下及びサービスの廃止等により当初想定していた収益及び費用削減が見込めなくなったため、減損損失として特

別損失に計上しました。なお、当第２四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は下表のとおりでありま

す。

メディア 40百万円

ゲーム 2,285百万円

インターネット広告 76百万円

その他 142百万円

合計 2,545百万円
 

（のれんの金額の重要な変動）

「企業結合に関する会計基準」等の改正に伴い、「注記事項（会計方針の変更等）」に記載のとおり、改正後の

会計方針を遡及適用しております。なお、当該事象によるのれんの減少額は下表のとおりであります。

ゲーム 524百万円

インターネット広告 94百万円

その他 2,499百万円

合計 3,119百万円
 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
 至 平成27年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
 至 平成28年３月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 157円72銭 179円28銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

9,870 11,258

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

9,870 11,258

普通株式の期中平均株式数(株) 62,578,564 62,798,686

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 157円02銭 178円66銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額(百万円)

－ －

普通株式増加数(株) 279,531 217,645

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

 

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２８年４月２１日

株式会社サイバーエージェント

取締役会  御中

 

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   勢　　　志　 　　元    印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   瀧　　野　　　恭　　司　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サ

イバーエージェントの平成２７年１０月１日から平成２８年９月３０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成２８年１月１日から平成２８年３月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２７年１０月１日から平成

２８年３月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サイバーエージェント及び連結子会社の平成２８年３月

３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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